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(57)【要約】
　喫煙材ロッドと、少なくとも１つの希釈剤を含む第１
のシート材を含む喫煙品。この希釈剤は、喫煙材ロッド
の燃焼中にそこから出る放出物を希釈するのに充分な量
で含まれている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　喫煙材ロッドと、
　少なくとも１つの希釈剤を含む第１シートとを含む喫煙品であって、
前記希釈剤が喫煙材ロッドの燃焼中にそこから出る放出物を希釈するのに充分な量で含ま
れている喫煙品。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの希釈剤が第１シート材中にその重量で約５～８０％、好ましくは
約５～７０％、より好ましくは約１０～６０％、より好ましくは約２０～５０％存在する
、請求項１記載の喫煙品。
【請求項３】
　前記希釈剤が多価アルコール、グリセロール、プロピレングリコール、トリエチレング
リコール、エステル、クエン酸トリエチル、トリアセチン、高沸点炭化水素、ノンポリオ
ール、グリコール、ソルビトールおよび乳酸からなる群から選択される少なくとも１つの
エアロゾル形成剤である、請求項１または２記載の喫煙品。
【請求項４】
　前記第１シート材は、さらに少なくとも１つの希釈安定化手段および／または少なくと
も１つの吸着材を含む、請求項１乃至３いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項５】
　前記希釈安定化手段または吸着材は、第１シート材内に一体化された成分である、請求
項４記載の喫煙品。
【請求項６】
　前記希釈安定化手段または吸着材は、ゼオライト、セピオライト、クレー、シリカゲル
、活性アルミナ、ミネラル類、樹脂およびカーボンからなる群から選択される、請求項４
または５記載の喫煙品。
【請求項７】
　前記吸着材が活性炭である請求項６記載の喫煙品。
【請求項８】
　前記活性炭が粒状、粉状または微粒子状であり、平均粒径が２５０μｍ未満、好ましく
は１００μｍ未満、好ましくは５０μｍ未満、好ましくは２０μｍ未満である、請求項７
記載の喫煙品。
【請求項９】
　前記活性炭が３０～１８０％、より好ましくは６０～１２０％のカーボンテトラクロラ
イドの活性レベルを有する、請求項７または８記載の喫煙品。
【請求項１０】
　吸着材または希釈安定化手段が第１シート材の７０重量％未満の充填量であり、好まし
くは５０重量％未満、より好ましくは約１０～４５重量％の充填量である、請求項４乃至
９いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１１】
　第１のシート材が喫煙材ロッドの円周の周囲に巻かれ、喫煙材ロッドの全長に亘って延
びている、請求項１乃至１０いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１２】
　希釈剤を含まない第２のシート材をさらに含み、この第２のシート材は、喫煙材ロッド
の円周の周囲に巻かれ、喫煙材ロッドの全長に沿って延びている、請求項１乃至１１いず
れか１項記載の喫煙品。
【請求項１３】
　前記第１のシート材が喫煙材ロッドの長さの一部に亘って延びている、請求項１２記載
の喫煙品。
【請求項１４】
　前記第１のシート材が喫煙材ロッドの複数の個別の部分に亘って延びている、請求項１
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３記載の喫煙品。
【請求項１５】
　前記第２のシート材が喫煙材ロッドの軸に対して前記第１のシート材の外側に位置して
いること、請求項１２乃至１４いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１６】
　前記第１のシート材が前記喫煙材ロッドと前記第２のシート材との間に位置している、
請求項１２乃至１５いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１７】
　前記第１のシート材が喫煙材ロッドの内側に位置している、請求項１２乃至１５いずれ
か１項記載の喫煙品。
【請求項１８】
　前記第１のシート材がロール状に巻かれ、第２のシート材と同軸に喫煙材ロッド内に位
置している、請求項１７記載の喫煙品。
【請求項１９】
　前記第１および第２のシート材の少なくとも１つが２０から３００μｍの厚さを有する
、請求項１２乃至１８いずれか１項記載の喫煙品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、喫煙材が包まれたロッドを含む喫煙品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ある喫煙品は、喫煙材ロッドを含み、このロッドは、外方ラッパーと、このロッドと外
方ラッパーとの間に配されるシートまたはラップを有する。
【０００３】
　例えば下記特許文献１は、ラッパーで巻かれた喫煙材ロッドと、吸着材および風味剤を
含むウェブ材とを含み、このウェブ材が喫煙材ロッドとラッパーとの間に位置している喫
煙品を開示している。
【０００４】
　また下記特許文献２および３は、外方ラップ紙に囲まれたタバコカラムと、このタバコ
カラムの長手方向を部分的に延びた内方ラッパーとを含む紙巻きタバコを開示している。
この内方ラッパーは、保湿剤を含む場合がある。
【０００５】
　下記特許文献４は、ラッピング材で包まれた喫煙材ロッドを含む喫煙品を開示している
。このラッピング材は、主要面とこの主要面にパターン状に塗布された複数のバンドを有
するベースシートを含み、これらのバンドは、それぞれ少なくとも２つのウェブ材層を有
し、その内の少なくとも１つが風味剤を含んでいる。ラッピング材には、保湿剤を含むコ
ーティングを施してもよく、コーティングは、保湿剤をそのコーティング組成物基準で１
－５％含んでもよい。
【０００６】
　下記特許文献５は、喫煙可能なロッドを形成するために喫煙材ロッドをラッピング材で
包んだ紙巻きタバコを開示している。このラッピング材は、最大で１０重量％の保湿剤を
含む。しかしながら、このラッピング材に吸着材を使用することは開示していない。
【０００７】
　下記特許文献６は、喫煙材からなる内方セグメント、このセグメントのカバー、喫煙材
からなる外方セグメントおよびこのセグメントのカバーを有するロッドを含む紙巻きタバ
コを開示している。しかしながら、これらのカバーに吸着材を使用することは開示してい
ない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　しかしながらこのような教示内容にも拘わらず、依然として喫煙品の質の向上が求めら
れている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の目的は、改良された喫煙品を提供することである。
【００１０】
　本発明の一態様では、
　喫煙材ロッドと、
　少なくとも１つの希釈剤を含む第１シートとを含み、
　この希釈剤が喫煙材ロッドの燃焼中にそこから出る放出物を希釈するのに充分な量で含
まれている、喫煙品が提供される。
【００１１】
　この少なくとも１つの希釈剤は、第１シート材中にその重量で約５～８０％、好ましく
は約５～７０％、より好ましくは約１０～６０％、より好ましくは約２０～５０％存在す
るのが好ましい。好ましくは希釈剤は、多価アルコール、グリセロール、プロピレングリ
コール、トリエチレングリコール、エステル、クエン酸トリエチル、トリアセチン、高沸
点炭化水素、ノンポリオール、グリコール、ソルビトールおよび乳酸からなる群から選択
される少なくとも１つのエアロゾル形成剤である。トリアセチンが特に好ましい。
【００１２】
　好ましくは上記第１シート材は、さらに少なくとも１つの希釈安定化手段および／また
は少なくとも１つの吸着材を含む。この希釈安定化手段または吸着材は、第１シート材内
に一体化された成分（ｉｎｔｅｇｒａｌ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）であることが好ましい。
またこの希釈安定化手段または吸着材は、ゼオライト、セピオライト、クレー、シリカゲ
ル、活性アルミナ、ミネラル類、樹脂およびカーボンからなる群から選択されるのが好ま
しく、特に好ましくは吸着材は、活性炭であるのが好ましい。活性炭は、好ましくは粒状
、粉状または微粒子状であり、平均粒径が２５０μｍ未満、好ましくは１００μｍ未満、
好ましくは５０μｍ未満、好ましくは２０μｍ未満である。活性炭の活性レベルは、特に
限定されないが、高活性カーボンであると有利である。好ましくは活性炭は、３０～１８
０％、より好ましくは６０～１２０％のカーボンテトラクロライドの活性レベルを有する
。
【００１３】
　吸着材または希釈安定化手段は、第１シート材の８０重量％未満の充填量であることが
好ましく、より好ましくは５０重量％未満、より好ましくは約１０～４５重量％の充填量
であることが好ましい。
【００１４】
　本発明の喫煙品は、複数の構成を取り得る。１つの実施態様では第１のシート材が喫煙
材ロッドの全長に亘って延び、喫煙材ロッドの外側に巻かれる。この態様では第１のシー
ト材は、希釈剤を含み、喫煙材ロッドをサポートするためのラッパーとしての役割を果た
す。
【００１５】
　別の実施態様では喫煙品は、さらに好ましくは希釈剤を含まない第２のシート材を含み
、この第２のシート材は、喫煙材ロッドの全長を包む。従って第２のシート材は、喫煙品
のラッパーとしての機能を果たし、喫煙材ロッドをサポートする。第２のシート材が設け
られる場合、第１のシート材も喫煙材ロッドの全長に亘って延びてもよく、または第２の
シート材が喫煙材ロッドを機械的にサポートするラッパーとして存在しているので、喫煙
材ロッドの長さの一部または複数の個別の部分に亘ってのみ延びてもよい。このような小
さい部分の使用および位置は、ラッパーの拡散性、タールの傾向および希釈放出に影響を
与えることによって紙巻きタバコの設計に柔軟性を与える。
【００１６】
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　第１および第２のシート材を両方設ける場合、第２のシート材は、喫煙材ロッドの軸に
対して第１のシート材の外側に位置するのが好ましい。１つの実施態様において、第１の
シート材は、喫煙材ロッドと第２のシート材との間に直接位置してもよい。別の実施態様
では喫煙材が第１のシート材と外方ラッパーとして機能する第２のシート材との間で同軸
に位置するように第１のシート材は、喫煙材ロッドの内側に位置する。第１のシート材は
、ロール状（ロール／ねじったこより状の紙がロッドの中心に設けられた「スイスロール
」型構造またはねじったこより状の構造に）に巻いて、第２のシート材と同軸に喫煙材ロ
ッド内に位置してもよい。
【００１７】
　第１のシート材および第２のシート材の少なくとも一方は、２０から３００μｍの厚さ
を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明を取り込んだ喫煙品の拡大横断面図である。
【図２】本発明を取り込んだ喫煙品の拡大横断面図である。
【図３】本発明を取り込んだ喫煙品の拡大横断面図である。
【図４】本発明を取り込んだ喫煙品の拡大横断面図である。
【図５】本発明を取り込んだ喫煙品の拡大横断面図である。
【図６】本発明を取り込んだ喫煙品の拡大横断面図である。
【図７】本発明を取り込んだ喫煙品の拡大横断面図である。
【図８】本発明を取り込んだ喫煙品の拡大横断面図である。
【図９】本発明による喫煙品のフィルター側ではない端部の拡大図である。
【図１０】本発明による喫煙品のフィルター側ではない端部の拡大図である。
【図１１】本発明による喫煙品のフィルター側ではない端部の拡大図である。
【図１２】本発明を取り込んだ喫煙品の分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明が容易に理解され、実施されるように添付図面を参照し詳述する。
【００２０】
　出願人は、喫煙品が喫煙材ロッドおよび希釈剤と、任意成分として吸着剤および／また
は希釈安定手段とを含む第１のシート材を含んで製造された場合、喫煙材から発生する煙
成分と総タール量の比は、溶出した希釈剤による希釈によって減少することを発見した。
また喫煙材から発生する煙成分の量は、第１のシート材の存在によって減少する。希釈剤
を含有するための媒体を提供することに加えて、第１のシート材は、さらに喫煙材ロッド
の全長を包むラッパーとして機能し、追加のラッパーが必要なくなる。これとは別にさら
に第２のシート材を設けてもよい。第２のシート材が第１のシート材の外側のラッパーを
形成する場合、出願人は、第１のシート材の希釈剤の存在が第２のシート材の染みの原因
になることはないことを発見した。
【００２１】
　公知の喫煙材を改良しようとする従来技術の現行の問題点の新規かつ発明的な解決策が
、従って明確になった。
【００２２】
　第２のシート材が存在する場合、このシート材は、当業者に知られているウェブまたは
キャスト材、例えばセルロース系紙ウェブまたは再生タバコシート材を含むラッパー材で
あってもよい。また副流煙の減少または着火性の低下を意図したコーティング、処理また
は化学変性などを組み込んでもよい。第２のシート材は、吸着剤および／または希釈安定
手段となる、またはならない充填材を含んでも含まなくてもよい。
【００２３】
　ラッパー材は喫煙材ロッドの外周の周囲に連続的であるのが一般的である。通常、ロッ
ドの両端にはラッパー材が設けられないが、このような構成も本発明の範囲内である。
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【００２４】
　第２のシート材は、５から５００μｍ、例えば１０から３００μｍまたは２０から６０
μｍの厚みを有する。
【００２５】
　第１のシート材は、当業者に知られているあらゆるウェブ材、例えばセルロース系紙ウ
ェブまたは再生タバコシート材であってもよい。またコーティング、処理または化学変性
などを組み込んでもよい。第１のシート材は、充填剤を含んでもよい。また第１のシート
材は、吸着剤および／または希釈安定手段を含む。
【００２６】
　種々の実施態様では第１のシート材は、第２のシート材と同一の広がりをもってもよく
、または喫煙材ロッドの長さの１つ以上の個別の部分にのみ設けられてもよい。第１のシ
ート材は、第２のシート材の「内側」とも言える第２のシート材と喫煙材との間に配置し
てもよく、あるいは喫煙材とは反対の第２のシート材の面または第２のシート材の「外側
」に設けてもよい。一実施態様では第１のシート材は、円周全体の周りで第２のシート材
の内面の一部のみに亘って延びた単独の経路を形成する。
【００２７】
　第１のシート材が複数の部分またはパッチ状である場合、当該パッチは、どのような形
状であってもよい。例えば当該パッチは、喫煙材ロッドの長手方向に間隔をおいて配され
る複数のバンド形状であってもよい。これとは別に当該パッチは、喫煙材ロッドの長さ全
体または一部に沿って延びた円周方向に間隔をおいて配されたストリップ形状のものであ
ってもよい。さらにパッチは、これらバンドとストリップの組み合わせであってもよい。
このバンドとストリップの組み合わせは、第２のシート材の内面、外面または両面に位置
してもよい。
【００２８】
　１枚超のシート材を上記喫煙品に使用する場合、例えば複数のストリップ、パッチまた
は完全な包装材が存在する場合、各シート材の組成は、他のシート材の組成と同じまたは
異なってもよい。
【００２９】
　第１のシート材の厚さは、５乃至５００μｍ、例えば１０乃至３００μｍまたは２０乃
至６０μｍである。しかしながら、より厚みのある材料がある構成で、例えば長手方向に
延びたストリップとして使用される場合がある。
【００３０】
　第１のシート材は、１つ以上の希釈剤を含む。希釈剤を含ませることによって、喫煙し
た際に喫煙材から発生する煙、例えばタバコ煙と、１つ以上の溶出された希釈剤とを含む
エアロゾルを発生させる喫煙品の製造が可能になる。
【００３１】
　第１のシート材に使用するのに好適な希釈剤としては、当業者に知られている広範囲の
物質を広範囲に利用したエアロゾル形成手段が挙げられる。例えば、グリセロール、プロ
ピレングリコール、ソルビトールおよびトリエチレングリコールなどの多価アルコール、
ジアセチン、硝酸トリエチル、ミリスチン酸イソプロピル、トリアセチンなどのエステル
、高沸点炭化水素または乳酸などが挙げられる。希釈剤は、好ましくはトリアセチン、硝
酸トリエチルまたはミリスチン酸イソプロピルである。
【００３２】
　希釈剤および吸着剤および／または希釈安定手段が存在する場合、これらはあらゆる好
適な形状を取り得る。例えば液体、粒、粉、結晶または他の粒状形体、例えばナノ粒子、
分子ケージ構造、クラスレートなどの固体であってもよい。
【００３３】
　１つ以上の吸着剤および／または希釈安定手段は、当業者に知られているあらゆる好適
な材料から選択してもよい。そのような材料としては、ゼオライト、セピオライト、クレ
ー、活性アルミナ、ミネラル類、樹脂、シリカゲルおよびカーボンなどが挙げられる。好
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ましい実施態様では、吸着剤および／または希釈安定手段は、活性炭などのカーボンであ
る。活性炭が使用される場合、その活性レベルは、当業界で知られているカーボンテトラ
クロライド（ＣＴＣ）パーセントの値を求めることによって測定することができる。簡単
に言えば、カーボンが秤量され、ＣＴＣに晒され、カーボンの重さを再度測定する。その
際のカーボン重量の増加がパーセントとして計算される。
【００３４】
　本発明において最適に利用するために活性炭は、高活性であることが好ましく、最大で
１８０％ＣＴＣの活性を有してもよい。より好ましくは活性炭は、４０から１６０％ＣＴ
Ｃの活性を有する。１つ以上の吸着剤または希釈安定手段の選択に関連して、当然のこと
ながら第１のシート材に存在する吸着剤または希釈安定手段は、当該ウェブ材層のそれぞ
れにおいて同じであっても、異なってもよい。即ち複数のウェブ材層、ストリップまたは
バンドが使用される場合、吸着剤および／または希釈安定手段または吸着剤および／また
は希釈安定手段の組み合わせは、各ウェブ材層、ストリップまたはバンドにおいて同じま
たは異なってもよい。
【００３５】
　１つ以上の吸着剤および／または希釈安定手段を含む第１のシート材は、活性炭を含む
紙であってもよい。
【００３６】
　本発明のさらなる実施態様において喫煙材ロッドは、長さに沿って完全に包まれた喫煙
材からなる中央に位置するコアとこのコアを囲む喫煙材からなる環状のロッドを含む。中
央コアは、その全長に沿って第１のシート材に包まれている、または第１のシート材の内
側または外側のいずれかで第１のシート材をいくつかの部分で支持する第３のシート材で
包まれてもよい。中央コアを包むために使用される第３のシート材は、喫煙材からなる環
状のロッドを包む第２のシート材と同じまたは異なってもよい。さらに喫煙品は、喫煙材
からなる環状のロッドを包む第２のシート材の内面、外面または両面に位置するバンド、
ストリップまたはこれらの組み合わせである第１のシート材の部分を含んでもよい。
【００３７】
　喫煙材は、中実のロッドまたは環状ロッドを有する中央コアの形体であっても、当業界
で適切とされているあらゆる喫煙材であればよい。例えばタバコ含有喫煙材、例えば膨張
タバコ、抽出タバコ、物理的、化学的および／または生化学的に変性されたタバコなどの
変性タバコ喫煙材または非タバコ含有喫煙材であってもよい。また発泡および／または押
し出しされた材料であってもよい。喫煙材は、タバコ含有材と非タバコ含有材を組み合わ
せたもの、またはタバコ材だけから構成されたものであることが好ましい。好適にはタバ
コ材は、葉柄、葉身およびタバコダストの内の１つ以上を含む。タバコ材の一例としては
次の種類のタバコの内の１つ以上を含むものが挙げられる、ヴァージニアまたはフルーキ
ュアードタバコ、バーレータバコ、オリエンタルタバコ、再生タバコ、葉柄および変性タ
バコ。好ましくは喫煙材は、タバコ材のブレンドまたはタバコ材と非タバコ材のブレンド
を含む。中央コアが存在する場合は、環状ロッドの喫煙材と異なる喫煙材を含んでもよい
。
【００３８】
　喫煙品は、さらに喫煙材ロッドの一端に位置するフィルターエレメントを含む。このよ
うなフィルターエレメントは、例えば吸着剤を含んでいてもよい。フィルターエレメント
は、例えばデュアルまたはトリプルフィルターのように複数のセクションを含んでもよい
。好適なフィルターは当業者に知られている。当業界で知られているフィルターとしては
、粒状吸着剤が繊維性フィルター材、例えば繊維性セルロース材に散在したダルメシアン
フィルターおよび複数のセグメントからなるフィルターのキャビティー部が吸着剤を含む
キャビティーフィルターなどがある。
【００３９】
　本発明による喫煙品は、当業界で知られている技法によって容易に製造することができ
る。
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【００４０】
　上記したように図１－８は、本発明の喫煙品の拡大横断面図である。種々の図において
同じ材または構造には同じ参照符号を付している。
【００４１】
　図１は第１のシート材１３および第２のシート材１２を含むラッパーに完全に包まれた
喫煙材ロッド１１を含む喫煙品１０を示す。第２のシート材１２は、喫煙材ロッド１１の
ほぼ全円周面に亘って延びている。図１の態様では第１のシート材１３は、第２のシート
材１２を喫煙材ロッド１１から隔てるように第２のシート材１２のほぼ内面全体に沿って
位置している。
【００４２】
　これとは別に第１のシート材１３が喫煙材ロッド１１を支持するのに好適な強度および
剛性を有する場合、第２のシート材１２を省略して、第１のシート材１１が喫煙材ロッド
１１の全長に沿って延び、ラッパーおよび希釈剤含有媒体として機能するようにしてもよ
い。
【００４３】
　図１の喫煙品は、フィルターロッド１４が設けられているという点で一般的な紙巻きタ
バコの形状を有する。フィルターロッド１４は、プラグラッパー１５に包まれており、包
まれたフィルターロッドは、包まれた喫煙材ロッドにチッピング紙１６で接合されている
。フィルターロッド１４、プラグラッパー１５およびチッピング紙１６の構成材および調
製は、当業界でよく知られている従来のものである。
【００４４】
　図２は、第２のシート材１２と喫煙材ロッド１１の間に位置する第１のシート材１３を
有する喫煙品１０を示している。この態様では第１のシート材１３が、喫煙材ロッド１１
の円周および長手方向の長さの一部を覆うパッチ形状である。図３に示す態様では第１の
シート材１３が複数のパッチとして設けられており、その内のいくつかは喫煙材ロッド１
１のフィルターロッド１４端部に、いくつかはそれとは反対の端部に設けられている。
【００４５】
　図４は第２のシート材１２の外側に第１のシート材１３が位置する喫煙品を示している
。即ち第２のシート材１２は、喫煙材ロッド１１と第１のシート材１３との間に位置して
いる。この態様では第１のシート材１３は、ラッパー１２のほぼ外面全体を覆っている。
【００４６】
　図５は第２のシート材１２の外側に位置する第１のシート材１３のフィルター端部に位
置する円周方向に延びたパッチを有する。
【００４７】
　図６から８に示した態様は、喫煙材ロッド１１内に同軸に位置する喫煙材からなるコア
１７を有する喫煙品１０を表している。図６および７では喫煙材コア１７は、喫煙材ロッ
ド１１の全長に沿って延びた第１のシート材１３に包まれている。
【００４８】
　これとは別の態様（図示せず）では喫煙品は、喫煙材ロッド１１内に同軸に位置する喫
煙材からなるコア１７を有する図６に示した構造を有するが、この態様では内方ラッパー
と外方ラッパーの両方が希釈剤を含む第１のシート材から形成される。
【００４９】
　図８では喫煙材コア１７が第２のシート材１２と同じでもよい第３のシート材に包まれ
ている。第１のシート材１３のパッチが喫煙材コア１７の周りに位置する第３のシート材
の外方円周の周りおよび喫煙材ロッド１１とこの喫煙材ロッドの外周の周りに配置された
第２のシート材１２の間の両方に設けられている。
【００５０】
　図９から１１は、喫煙品のフィルターが設けられていない方の端部を拡大して示してい
る。図９は図１の態様を示し、図１０は図３の態様を示し、図１１は図７の態様を示して
いる。
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【００５１】
　図１２は喫煙材ロッド１１とフィルターロッド１４を有する喫煙品１０の分解斜視図で
あり、この喫煙材ロッド１１にはフィルターロッド１４の方の端部に第１のシート材１３
からなるパッチが設けられており、第２のシート材１２が喫煙材ロッド１１の外側に全長
に亘って設けられている。プラグラッパー１５およびチッピング紙１６が設けられている
。
【実施例１】
【００５２】
　５６ｍｍの長さのタバコロッドと円周が２４．６ｍｍで長さ２７ｍｍのセルロースアセ
テートフィルターを有する紙巻きタバコを数本製造した。これらの紙巻きタバコの先端部
には換気孔を設けなかった。タバコロッドを包む第２のシート材の仕様は、混合繊維を含
み、透過率が５０ＣＵで２％硝酸カリウム（燃焼添加剤）を有する紙である。
【００５３】
　タバコロッドは、フルーキュアードヴァージニアとバーレー葉身タバコのブレンドで構
成した。
【００５４】
　活性炭を含む第１のシート材の層は、タバコロッドの全長および全周に亘って設けた。
第１のシート材の外側に第２のシート材からなるラッパーがタバコの全長および全周に亘
って設けられている。これと似た設計の紙巻きタバコが図１に示されている。
【００５５】
　カーボンを含有する第１のシート材は、３９％の繊維と３６％の活性炭を含んでいた。
この活性炭は、１００％のカーボンテトラクロライド（ＣＴＣ）活性を有していた。
【００５６】
　４つの異なるレベルのトリアセチン希釈剤をカーボンペーパーに加えた。最初に対照レ
ベルを非含浸カーボン含有ペーパーによって製造した。試験レベルは、トリアセチンを１
０、１９または２８ｍｇ／紙巻きタバコで含浸させた紙を含む。
【００５７】
　製造後約２週間で煙中のトリアセチンの量を測定し（表１）、希釈率を算出した（表２
）。希釈率は、[煙中のトリアセチン（ｍｇ／紙巻きタバコ）／ニコチンを除いた乾燥粒
状物（ｍｇ／紙巻きタバコ）]ｘ１００として算出した。これらの紙巻きタバコを２０°
Ｃ、６０％で保存し、分析を３ヶ月および６ヶ月（表１および２）に繰り返し、トリアセ
チンが紙巻きタバコ中で安定していることを示した。
【００５８】
【表１】

【００５９】
　ここで注目すべきことは対照レベルはシート材にトリアセチン希釈剤を含んでいなかっ
たが、ここで使用したセルロースアセテート紙巻きタバコフィルター中にトリアセチンが
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【００６０】
【表２】

【００６１】
　紙巻きタバコを目視で評価したが調査期間中、紙巻きタバコの見栄えを悪くするような
染みは発生しなかった。
【実施例２】
【００６２】
　５６ｍｍの長さのタバコロッドと円周が２４．６ｍｍで長さ２７ｍｍのセルロースアセ
テートフィルターを有する紙巻きタバコを数本製造した。タバコロッドを包む第２のシー
ト材の仕様は、混合繊維を含み、透過率が５０ＣＵで２％硝酸カリウム（燃焼添加剤）を
有する紙である。タバコロッドは、フルーキュアードヴァージニアとバーレー葉身タバコ
のブレンドで構成した。
【００６３】
　円周１６ｍｍで長さ５６ｍｍのタバコロッドをカーボンを含む第１シート材で包み、紙
巻きタバコロッドの中央に長手方向に延びるように配置した。カーボンを含有する第１の
シート材は、３９％の繊維と３６％の活性炭を含んでいた。この活性炭は、１００％のカ
ーボンテトラクロライド（ＣＴＣ）活性を有していた。
【００６４】
　試験紙巻きタバコの設計は、カーボンを含む第１シート材に１６ｍｇのトリアセチンを
含浸させた。これと同一であるが、カーボンを含むシートになにも含浸させていない対照
レベルを作製した。これと似た設計の紙巻きタバコが図６に示されている。
【００６５】
　これらサンプルおよび対照紙巻きタバコを先端換気（ｔｉｐ　ｖｅｎｔｉｌａｔｉｏｎ
）し、ニコチンを含まない乾燥粒状物発生量を６ｍｇ／紙巻きタバコとした。煙中のトリ
アセチンのレベルと希釈度を得た（表３）。希釈率は、[煙中のトリアセチン（ｍｇ／紙
巻きタバコ）／ニコチンを除いた乾燥粒状物（ｍｇ／紙巻きタバコ）]ｘ１００として算
出した。以下のデーターから明らかなように実施例２の試験紙巻きタバコは、２２％超の
煙の希釈を達成した。
【００６６】
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【表３】

【００６７】
　紙巻きタバコを目視で評価したが、見栄えを悪くするような染みは発生しなかった。
【００６８】
　上記の説明および実施例は、あくまで本発明を例示するために記載されたものであり、
限定することを意図したものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００６９】
【特許文献１】国際公開第ＷＯ２００５／０８２１８０号
【特許文献２】国際公開第ＷＯ２００６／０２３２８１号
【特許文献３】国際公開第ＷＯ２００６／０１４９９５号
【特許文献４】米国特許第６，９９７，１９０号
【特許文献５】米国特許出願第２００３／０１７８０３９号
【特許文献６】米国特許第６，２５７，２４３号

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月5日(2010.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　喫煙材ロッドと、
　少なくとも１つの希釈剤と少なくとも１つの吸着剤を含むシート材とを含む喫煙品であ
って、
前記希釈剤が喫煙材ロッドの燃焼中にそこから出る放出物を希釈するのに充分な量で含ま
れている喫煙品。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの希釈剤が前記シート材中にその重量で約５～８０％、好ましくは
約５～７０％、より好ましくは約１０～６０％、より好ましくは約２０～５０％存在する
、請求項１記載の喫煙品。
【請求項３】
　前記希釈剤が多価アルコール、グリセロール、プロピレングリコール、トリエチレング
リコール、エステル、クエン酸トリエチル、トリアセチン、高沸点炭化水素、ノンポリオ
ール、グリコール、ソルビトールおよび乳酸からなる群から選択される少なくとも１つの
エアロゾル形成剤である、請求項１または２記載の喫煙品。
【請求項４】
　前記吸着材がシート材内に一体化された成分である、請求項１乃至３いずれか１項記載
の喫煙品。
【請求項５】
　前記シート材がさらに少なくとも１つの希釈安定手段を含む、請求項１乃至４いずれか
１項記載の喫煙品。
【請求項６】
　前記希釈安定手段がシート材内に一体化された成分である、請求項５記載の喫煙品。
【請求項７】
　前記希釈安定化手段は、ゼオライト、セピオライト、クレー、シリカゲル、活性アルミ
ナ、ミネラル類および樹脂からなる群から選択される、請求項５または６記載の喫煙品。
【請求項８】
　前記希釈安定化手段が前記シート材の７０重量％未満の充填量であり、好ましくは５０
重量％未満、より好ましくは約１０～４５重量％の充填量である、請求項５乃至７いずれ
か１項記載の喫煙品。
【請求項９】
　前記吸着剤が活性炭である、請求項１乃至９いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１０】
　前記活性炭が粒状、粉状または微粒子状であり、平均粒径が２５０μｍ未満、好ましく
は１００μｍ未満、好ましくは５０μｍ未満、好ましくは２０μｍ未満である、請求項９
記載の喫煙品。
【請求項１１】
　前記活性炭が３０～１８０％、より好ましくは６０～１２０％のカーボンテトラクロラ
イドの活性レベルを有する、請求項９または１０記載の喫煙品。
【請求項１２】
　前記吸着剤が前記シート材の７０重量％未満の充填量であり、好ましくは５０重量％未
満、より好ましくは約１０～４５重量％の充填量である、請求項１乃至１１いずれか１項
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記載の喫煙品。
【請求項１３】
　前記シート材が喫煙材ロッドの円周の周囲に巻かれ、喫煙材ロッドの全長に亘って延び
ている、請求項１乃至１２いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１４】
　喫煙材ロッドを含む喫煙品であって、
　喫煙材ロッドの燃焼中にそこから出る放出物を希釈するのに充分な量で含まれている少
なくとも１つの希釈剤を含む第１のシート材と、
　希釈剤を含まず、喫煙材ロッドの円周の周囲に巻かれ、喫煙材ロッドの全長に沿って延
びている第２のシート材とを含む、喫煙品。
【請求項１５】
　前記第１のシート材が喫煙材ロッドの長さの一部に亘って延びている、請求項１４記載
の喫煙品。
【請求項１６】
　前記第１のシート材が喫煙材ロッドの複数の個別の部分に亘って延びている、請求項１
４記載の喫煙品。
【請求項１７】
　前記第２のシート材が喫煙材ロッドの軸に対して前記第１のシート材の外側に位置して
いること、請求項１４乃至１６いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１８】
　前記第１のシート材が前記喫煙材ロッドと前記第２のシート材との間に位置している、
請求項１４乃至１７いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１９】
　前記第１のシート材が喫煙材ロッドの内側に位置している、請求項１４乃至１７いずれ
か１項記載の喫煙品。
【請求項２０】
　前記第１のシート材がロール状に巻かれ、第２のシート材と同軸に喫煙材ロッド内に位
置している、請求項１９記載の喫煙品。
【請求項２１】
　前記第１および第２のシート材の少なくとも１つが２０から３００μｍの厚さを有する
、請求項１４乃至２０いずれか１項記載の喫煙品。
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